
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年４月１２日               NO,６４８ 

 

    根利の宝篋印塔 

 根利の旧根利小学校近くにあ 

る宝篋印塔の基台には応永７年 

（１４００）庚辰十一月八日と 

彫られており、今から６２０年 

前の宝篋印塔となります。 

 この宝篋印塔は言い伝えでは、上杉謙信の家臣が穴原方面

に落ちのびようとした時、山崩れに遭い迂回の道もなく、こ

の地で切腹したのを憐れんで塔を建てたと言われています。 

 しかし宝篋印塔が建てられたのは、上杉謙信が生まれるは

るか前であり、組み直されていることから当時のままかは不

明ですが、室町時代からあるものであれば貴重なものです。 

       南越生（なごお） 

 沼田平八郎景義は、沼田万鬼斎が天神城で十二代沼田城主

朝憲を謀殺したことにより沼田城兵に攻められ、会津の芦名

氏をたよって父万鬼斎と母湯のみとともに逃亡しました。 

 万鬼斎は会津で亡くなり、平八郎はその後、女淵城（旧粕

川村）主となり、天正９年（１５

８１）沼田城の奪還をめざし女渕

城を出発しました。 

             平八郎は、片品川を挟んで南越

生（多那）で真田軍と激戦を展開

し勝利を収めました。 
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 小中学校の入学式が７日おこなわれ、小学校に２９９人、中学校に３８

３人が入学しました。 

 今年の入学式は、新型コロナウイルスの影響で来賓のあいさつがないな

ど、簡素化されておこなわれました。 

             小学校で最も新入生が多かったのは、沼田東

小学校の４９人で、最も少なかったのは多那小

学校の６人で、中学校では沼田中学校の新入生

が１０５人で最も多く、多那中学校の新入生は

５人と最も少ない新入生となりました。 

 「赤旗日曜版」４月５日号の「たび」のページ（２１

ページ）で、沼田市の観光情報が掲載されました。 

 記事では、沼田城址公園 

の櫓台の石垣や鐘楼の写真 

とともに、真田氏とのゆか 

りや正覚寺、天桂寺などが 

魅力的に紹介されています。 

 河岸段丘の写真、迦葉山 

の大天狗面の写真とともに、 

沼田まつりや上州真田まつ 

りなども紹介されました。 

 日本共産党群馬県委員会は、衆院群馬１区予定候補に

たなはしせつ子党群馬１区国政対策責任者、前橋地区副

委員長を擁立すると発表しました。 

 記者会見でたなはしさんは、新型コロナウイルス感染

症             問題で、くらしと生業を                        

守るためには、「自粛を言

うのであれば、補償する

ことを一緒に示すことが

必要だ」と強調しました。 

 その上で、「こそ、国民の不安や要望をしっかり受け止めて政

治に届ける活動や、みんなの声にしていく活動に、よりいっそう

全力をあげていく」と語りました。 

 

 沼田市では、新型コロナウイルス感染症対策として休校にしていた小中

学校を７日の始業式から再開しましたが、６日に知事や副知事などが市町

村を訪問し、学校再開の延期を要請したことを受け、８日に１３日から５

月６日の連休まで小中学校を休校することにしました。 

 沼田市では、休校中に希望者には登校日を設ける予定 

で、３月の休校中の時のように学童保育所への先生の派 

遣や校庭などの利用ができるよう検討します。 

 学童保育所や子どもの学習などへの支援は、財政的支 

援も含め全面的に県がおこなう必要があります。 


